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3.1 各補正手法の詳細評価 

各補正方法の評価実験結果について本節で詳説する． 
3.1.1 切り離し補正の詳細評価 
切り離し補正は，文字が他の文字と接触したパターンを

補正する処理である．この補正は，文字の切り離したい個

所を指で横切ることによって切り離すこととした．実験で

は，ほぼ全ての被験者が正しく補正を行うことができた．

一部補正に失敗したものは，文字自体を読み間違えた場合

であった．実験結果例を図 3 に示す．切り離し補正では，

図 3 に示すようにほぼ全ての被験者が正しく接触している

文字を切り離すことができた．しかし，一部の被験者は低

指示されたパターンに対して，「文字が読める」と判断し

切り離し処理を行わなかった．サンプルにもよるが，補正

を行わなかった被験者の割合は 2 割程度である． 

 
図 3 切り離し補正実験結果例 

3.1.2 接合補正の詳細評価 
接合補正は，文字の一部が離れて筆記されたパターンを

補正する処理である．この補正処理は，対象領域を 1 度目

のタッチ&ドラッグ操作で矩形選択し，2 度目のタッチ&ド

ラッグ操作で移動させることとした．評価実験において高

精度に座標していしない場合には，ほぼ全て正しく補正す

ることに成功したが，取得座標の精度が低いため高精度な

移動を必要とする場合は補正結果にずれが見られた．補正

前の画像を図 4 左に，接合補正の成功例を図 4 中央，失敗

例を図 4 右に示す．図 4 右の丸で囲まれた部分は，領域選

択にずれがあったために，補正によりパターンが分断され

た例である．評価実験の結果では，対象を正しく補正でき

なかった被験者は 2 割程度であった． 

 
図 4 接合補正実験結果例 

3.1.3 回転補正の詳細評価 
文字の回転補正は，文字が傾いて筆記されたパターンを

補正する処理である．この補正処理は，接合インタフェー

ス同様，対象領域を 1 度目のタッチ&ドラッグ操作で矩形

選択し，2 度目のタッチ&ドラッグ操作で，回転させること

とした．実験では，上記の補正と同様の傾向ではあるが，

回転角の指定誤りがやや多くみられた．回転補正前の画像

を図 5左に，回転補正成功例を図 5 中央に，回転補正失敗

例を図 5 右に示す．実験では，図 5 中央のように二文字を

領域選択で指定し回転を行い，補正に成功した被験者もみ

られたが， 図 5 右のように精細な位置精度を要する回転角

の指定を誤る被験者もみられた．また，補正対象の傾きが

わずかな場合，補正不要と判断する被験者も見られた．評

価実験の結果では，対象を正しく補正できなかった被験者

は 3 割程度であった． 

 
図 5 回転補正実験結果例 

3.1.4 追記補正の詳細評価 
文字の追記補正は，文字の一部分が欠落したパターンを

補正する処理である．この補正は，補正者が文字の欠落し

ている箇所を目視で確認し，欠落部分を指で書き加えるこ

とによって補正を行う．実験では，補正箇所が明確な文字

は正しく補正を行うことができたが，実験では，補正箇所

が分かりにくいものや，似た文字が存在し，紛らわしい文

字の補正では補正箇所の見落とし，本来の補正箇所と異な

る箇所に補正を施す被験者がみられた． 
追記補正前の画像を図 6 左に，追記補正成功例を図 6 中

央に，追記補正失敗例を図 6 右に示す．実験では，図 6 中

央のように正しく文字の不足部分を判断し文字補正を成功

させた被験者もみられたが， 図 6 右のように文字の不足部

分の判断を誤り，追記する必要がない文字ストロークを書

き加えた被験者もみられた．また「開成」，「保土ヶ谷」

等の一部地域の住所の場合，馴染みがない被験者は読み方

や筆記されている文字がわからないため、欠落部分を目視

で判断できず，回答できない被験者も見られた．費用化実

験の結果では，追記する必要がない文字ストロークを書き

加えた被験者の割合は 3 割，一部の地域の文字が読めなか

ったために補正に失敗した被験者は 4 割程度であった． 

 
図 6 欠落部分追記実験結果例 

4. おわりに 
インタフェースの操作方法は，口頭説明と一度の実演で

全ての被験者が理解することができた．実験の結果，提案

手法は，補正箇所が明確なパターンに対しては正確な補正

ができることがわかった．本システムでは一度に複数箇所

の補正を行うことはできないが，認識部に複数回フィード

バックして補正を行うことで複数個所の補正が可能である． 
また，切り離し補正以外では，補正を開始するまでに 2

～3 秒の時間を要する場合があり，補正処理にかかる時間

を今後詳細に検討する必要がある． 
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